
申請者ガイドライン様式別３－１（生産行程管理業務規程） 

 

生産行程管理業務規程 

 

作成日 平成 30年２月２１日 

 更新日   令和４年４月１日 

 

１ 作成者 

住所（フリガナ）：（〒869－5305）熊本県
クマモトケン

葦北郡
アシキタグン

芦北町
アシキタマチ

大字
オオアザ

田浦町
タノウラマチ

426－3 

名称（フリガナ）： 芦北町
アシキタマチ

漁 業
ギョギョウ

協 同
キョウドウ

組合
クミアイ

 

 代表者（管理人）の氏名：代表理事組合長 山元 光晴 

ウェブサイトのアドレス：http://ashikita－gyokyou.com 

 

２ 農林水産物等の区分 

 区分名：第４類 水産物類 

 区分に属する農林水産物等：魚類（たちうお） 

 

３ 農林水産物等の名称 

 名称（フリガナ）： 田浦銀太刀（タノウラギンダチ）、Tanoura Gindachi 

 

４ 明細書の変更 

芦北町漁業協同組合（以下「漁協」という。）は、法第 16条第 1項の変更の登録

を受けたときは、当該変更の登録に係る明細書変更を行うものとする。 

 

５ 明細書適合性の確認 

(1) 漁協は、「田浦銀太刀」を出荷する漁業者について、漁船や漁具等の装備品を

確認した上、漁業者の名簿を作成する。 

漁協は、田浦漁港でのたちうおの水揚時毎に漁業者が名簿に記載されている

者であることを確認し、漁獲物の現物確認及び操業位置の漁業者への聞き取り

確認を行うことにより、水揚げされたたちうおは、明細書の生産方法に記載さ

れた漁獲対象種、漁場、漁獲方法、鮮度保持方法、水揚港及び最終製品の形態

の全て（以下「明細書に記載の生産方法」という。）を遵守して漁獲されたもの

であることを確認する。 

 (2) 漁協は出荷日毎に(1)確認の結果を「太刀魚送り状（日報）」（参考様式１）に

記録するとともに、各月の確認の結果をとりまとめ「「田浦銀太刀」検査記録報

告書」（参考様式２）に記録する。 
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(3) 漁協は、明細書に記載の生産方法の各基準が遵守されていないと疑われる場合

には、臨時で実地確認を実施し、その結果を「「田浦銀太刀」指導記録票」（参

考様式３）に記録する。 

 

６ 明細書適合性の指導  

 (1) 漁協は、明細書に記載の生産方法の各基準のいずれかを遵守してない生産が確

認された場合（その生産品を「田浦銀太刀」として出荷しない場合は除く。）

は、当該漁業者の生産したたちうおについて「田浦銀太刀」としての出荷を停

止するとともに、警告を発し、是正を求める。 

    なお、警告を受けたにもかかわらず、これに従わない場合は、漁協は是正さ

れるまでの間、当該漁業者の生産したたちうおについては、「田浦銀太刀」とし

ての出荷を停止する。 

 (2) 漁協は、年に 1回以上、漁業者に対し、講習会等の機会を設け、明細書に記載

の生産方法の各基準を遵守するよう指導する。 

 

７ 地理的表示等の使用の確認 

(1) 漁協は、５(1)の確認の際に明細書に記載の生産方法の各基準をいずれも満た

しているたちうおについてのみ、地理的表示である「田浦銀太刀」及び登録標

章（GIマーク）が使用されているかを確認する。この際、地理的表示である

「田浦銀太刀」及び GI マークを使用している者及びこれらの使用がされてい

るもの（例えば、出荷用の箱）についても確認する。 

(2) また、漁協は、(1)の確認において、以下のたちうおがないかを確認する。 

  ア 明細書に記載の生産方法の各基準のいずれかを満たしていないたちうおであ

るにもかかわらず、地理的表示である「田浦銀太刀」及び GIマークが使用さ

れているたちうお。 

  イ 地理的表示である「田浦銀太刀」のみが使用されているたちうお。 

  ウ GIマークのみが使用されているたちうお。 

  エ 地理的表示である「田浦銀太刀」に類似する表示又は GIマークに類似する標

章が使用されているたちうお。 

(3) なお、確認の記録については、５(3)に準じて行うものとし、地理的表示の不

適正な使用等が確認された場合には、「「田浦銀太刀」指導記録票」にその内容

と指導結果等について記載するものとする。 

 

８ 地理的表示等の使用の指導 

 (1) 漁協は、７において確認された以下の場合について、当該表示を行う漁業者の

生産したたちうおについて「田浦銀太刀」としての出荷を停止するとともに、
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当該漁業者に警告を発し、是正を求める。なお、警告を受けたにもかかわらず

これに従わない場合には、漁協は、芦北町漁業協同組合定款の規定に基づき、

総会の議決を経て、当該漁業者を除名することができるものとする。 

ア 明細書に記載の生産方法の各基準のいずれかを満たしていないたちうおであ

るにもかかわらず、地理的表示である「田浦銀太刀」及び GIマークを使用し

ている場合。 

イ 地理的表示である「田浦銀太刀」のみを使用している場合。 

ウ GIマークのみを使用している場合。 

エ 地理的表示である「田浦銀太刀」に類似する表示又は GIマークに類似する標

章が使用されている場合。 

 (2) 漁協は、６(2)に記載の講習会等の機会において、漁業者に対し、適切な地理

的表示等の使用を徹底するよう指導する。 

 

９ 実績報告書の作成等 

漁協は、4月 1日から翌年 3月 31日までを一年度として、年度終了後 1か月以内

に、以下の書類を作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

（1） 特定農林水産物等審査要領「生産行程管理業務審査基準」別紙により作成した

生産行程管理業務実績報告書 

（2） 生産行程管理業務の対応実績が分かる資料として、「「田浦銀太刀」検査記録報

告書（参考様式 2）」及び「「田浦銀太刀」指導記録票（参考様式 3）」 

（3） 提出時における最新の明細書 

（4） 提出時における最新の生産行程管理業務規程 

 

10 実績報告書等の保存 

  漁協は、前記９(2)において提出した資料に加えて以下の書類を、漁協事務所に、

その提出日から 5年間、保存するものとする。 

 ア 漁業者名簿（年度内に更新のあった場合は、更新前後のものを合わせて保存） 

イ 太刀魚送り状(日報) （参考様式 1） 

 ウ 水揚げ仕切り書 

エ 担当者台帳 

  

11 連絡先（文章送付先） 

  

  

   

  



（参考様式1）

屋号 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 備　考 合計 適合 GI 外

芦北町漁業協同組合
　     　年　　月　　日　太刀魚送り状（日報）

【記入の方法】
　１　生産者の屋号と各サイズごとに生産されたタチウオの箱数を記載し、合計欄に出荷された箱数の合計を記載する。
　２　明細書適合性の確認を行い、明細書の生産方法に記載された漁獲対象種、漁場、漁獲方法、鮮度保持方法、水揚港及び最終製品の形態の全て（以下「明細書に記載の生産方法」という。）を遵守して漁獲され
たもので
　　　あることを確認した場合は、「適合」欄にチェックする。
　３　地理的表示等の使用の確認を行い、明細書に記載の生産方法の各基準をいずれも満たしているたちうおについてのみ、地理的表示である「田浦銀太刀」及び登録標章が箱等に使用されていることを
　　　確認した場合は、「GI」欄にチェックする。
　４　田浦銀太刀として出荷しなかった箱がある場合は、「外」欄に箱数を記載する。



（参考様式2）

　　　　令和２年度の月別検査記録については、以下のとおり相違ないことを確認しました。

　　　　令和　　年　　　月　　　日

年月
田浦銀太刀
出荷数(箱)

出荷した
日数

明細書適合の
確認

地理的表示等の
確認

備考
各月の結果

確認日
確認者印

　　　　　年4月

　　　　　年5月

　　　　　年6月

　　　　　年7月

　　　　　年8月

　　　　　年9月

　　　　　年10月

　　　　　年11月

　　　年12月

　　　年1月

　　　年2月

　　　年3月

芦北町漁業協同組合

　代表理事組合長　　　（氏名）　　　　　　　　印

「田浦銀太刀」検査記録報告書
(　　　　　令和　２　年度）

※注１　明細書の生産方法に記載された漁獲対象種、漁場、漁獲方法、鮮度保持方法、水揚港及び最終製品の形態の
　　　　　各基準を遵守していなかった場合又は地理的表示等の不適正な使用等が確認された場合には、備考欄に違反を
　　　　　確認した日を記載のうえ、「田浦銀太刀」指導記録票を添付すること。
※注２　明細書適合性の確認及び地理的表示等の確認において、注1の違反事例がなかった場合は「該当無し」と記載
　　　　　すること。



（参考様式3）

作成日：

作成者：

記載項目

指導対象の生産者

違反等が疑われる内容

実地確認日

確認(指導）担当者

確認結果

指導内容

指導結果

「田浦銀太刀」指導記録票

内容




